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研究要旨  本研究の従来通りの口腔ケアに加えた口腔清拭（ワイプ法）が口

腔 内 細 菌 数 に与 える影 響 について研 究 した。本 研 究 の登 録 症 例 の内 、測

定可能であった対象者について、介入前に口腔内細菌数測定を実施し、そ

の後 4 ヶ月 間 ワイプ法 を実 施 した後 に、再 度 口 腔内 細 菌 数 測 定 を実 施 し

た。 

6 施設、18 症例の結果では、口腔清拭前後で、口腔内細菌数に与える影

響については不確定である。 

 

A．研究目的  

肺炎は高齢者の死因の第３位である。

その多くが誤嚥性肺炎であるとされてい

る。高齢者では嚥下機能が低下し、食物

や唾液を誤嚥することで誤嚥性肺炎は発

症するが、口腔内の清掃状態が不良で、

口腔細菌数が多い者ほど誤嚥性肺炎の発

症リスクが高まると考えられる。  

本研究では従来通りの口腔ケアに加え

て、口腔清拭用ウェットティッシュを用

いた口腔清拭（ワイプ法）を用いた場合

に、口腔内細菌数がどのように変化する

か、その効果を検証することを目的とし

た。  

 

B．研究方法  

１．対象  

対象者は研究実施の登録をしている施設

に入所している 75 歳以上の高齢者で、栄養

状態不良であり（ＢＭＩ18.5 未満かつ血清ア

ルブミン値 3.5g/dl 未 満 ）、さらに嚥 下 障 害

（お茶 などの水 分 にとろみをつけている、もし

くは 1 回の食事に 30 分以上かかる）を認める

者 である。文 書 にて本 人 または家 族 から同

意を得た。 

 

２．方法  

介 入 前 に口 腔 細 菌 数 測 定 を行 い、その

後 4 カ月間、従来の口腔ケアに加えて、口

腔 清 拭 用 ウェットティッシュを用 いた口 腔 清

拭 （ワイプ法 ）を行 った後 に、再 度 口 腔 内 細

菌 数 を測 定 し、介 入 前 と比 較 を行 った。細

菌数測定は Panasonic 社製の細菌カウンタ

を用 いて行 い、起 床 直 後 の舌 下 部 の唾 液 と、

舌 背の唾 液 内の細菌 数 を測定した。4 カ月

後 の測 定 時 に追 跡 が不 可 能 であった者 は

対象から除外した。 

統計学的検定は SPSS ver.22 を用いて行

い、対応のある t 検定により解析を行った。 

C．研究結果  



 

細菌数測定を行った施設および対象者

は 6 施設、18 名であった。介入前の細菌

数は、唾液中が 6.90±0.77、舌背が 7.38

±0.58 であった。介入後の細菌数は、唾

液中が 7.19±0.69、舌背中が 7.20±0.48

であった。唾液中、舌背ともに有意な差

はみられなかった。  

  

D．考察  

全体では唾液中、舌背ともに介入の前後

で有意な細菌数の減少はみられなかった。

現時点における本口腔ケアにける細菌数

に対する効果は不確定であると言える。  
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